青年へ 



1 干 田國士 



せる の は、 まさに 今後の われわれの 仕事で ある。 

私 は ひそかに 考へ るので あるが、 この 新しい 政治の 

原動力と なる の は、 次代 を 背負 ふ 夢 多き 青年の 声で あ 

り、 その 声 は 若き が ゆ ゑに 高く、 純なる が 故に これ を 

遮る ものがない。 

青年の 求める ところ は、 権勢で も 利 慾で もない。 真 

なる もの、 善なる もの、 美なる もの、 た y これ だけで 

ある。 即ち、 人生 最高の 表現で ある。 

日本の 政治 は、 久しく、 この 目標 を 見失って ゐ た。 

民族の 本能が やう やく これに 気づかう として ゐる。 新 

日本の 出発 は、 青年の 希望 そのもの である。 



しかしながら、 政治の 性格なる もの は 一 朝 一 夕に 改 

変し 得る もので ない。 諸君 は 辛抱強く 待たなければ な 

らぬ。 待つ とい ふの は 手 を 拱いて ゐる ことで はない。 

求める もの は 大いに 求め、 営々 来るべき 日に 備へ、 わ 

れ われが 成し遂げ 得る であらう こと を倶に 成し遂げて 

くれなければ ならぬ。 

大政 翼賛 運動の 標語 は 「臣道 実践」 である。 国民と 

しての 青年の 道 は、 それぞれ 職 ある もの は 職に 励み、 

学窓に ある もの は 学業に いそしむ ことに ぁリ とはいへ、 

た、 V それだけの ことなら、 今更め て 云 ふ 必要 はない の 

である。 私が、 特に、 この 時局 下に 於て、 青年に 期待 



の 実力 を 発揮す るた めに、 何が 障碍に なって ゐ るか、 

諸君の 周囲 を 見れば わかる。 健全な 文化の 名に 値する 

何もの が 近代 日本の 手に よって 創ら れ たか。 諸君 を 奮 

ひ 起た せる 名目 は、 日常の 生活のう ちに 満ち 満ちて ゐ 

るので ある。 (昭和 十六 年 九月) 
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